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ると人が黒コ

ゲになるよう

な高い熱が出

るんだよ」と

お父さんが丁

寧に教えてい

ました。

この原爆絵画

展にたまたま

訪れた１０代

の子どもたちから、「戦争のこと、

原爆のことについてもっと知りた

いと思った」というようなアン

ケートを複数頂きました。

　私たちの会は、原爆絵画展や

「はだしのゲン」の上映会を開催

し、戦争の恐ろしさと平和の尊さ

を区民に訴えていく活動を続けて

きています。

　広島・長崎に原爆が投下されて

から８０年、戦争を体験された方

がだんだんいなくなり、戦争につ

いて話し合える機会も少なくなっ

てきています。

　第１１回桜区原爆絵画展を８月

２３日(土)から２４日(日)にかけ

て、桜区役所に併設するプラザウ

エストの１階ギャラリーにて開催

しました。

　今年の入場数は、開催が２日間

だったこともあり２９０名となり

ました。（昨年は３日間で３６１

名）

　展示の内容は、ヒロシマ市民等

が描いた絵画３６点、写真集「原

爆と人間」２０点、丸木美術館パ

ネル２組（第四部「虹」と第十三

部「米兵捕虜の死」）を設置しま

した。

　会場では、「爆弾ってなぁに」

と訊ねる子どもに「爆弾が爆発す



　原爆絵画展のチラシのポスティ

ング、設営、受付、撤去などに協

力をいただきました皆さま、お疲

れさまでした。
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これから未来の世界を築いていく

であろう子どもたちに考える一石

を投じられる企画だったのではな

いかと思います。

今回の絵画展に寄せられたアンケートからの抜粋です。

・考えさせてもらう大切な機会となりました。２度とこんな悲劇が
起きないよう、未来を背負っていく私たちが考えるべきことだと思
いました。どの絵を見てもとても苦しく辛いものでした。（１０代）
・歴史の授業だけでは知ることのない事実をこの目でしっかり見ま
した。絵でさえも現世とは思えない辛すぎるものです。（１０代）
・原爆というものを甘くみていました。原爆というものをもっと知
ろうと思いました。（１０代）

・実際の体験者の声を絵にして伝えることで、改めて日本で起こっ
た悲しい事、つらい体験だったのだと深く感じました。広島や長崎
の原爆資料館にも足を運んで何か感じたり、学んだりしないとなと
思う絵画展でした。（３０代）
・罪のない子どもたちが犠牲になっている姿が大変つらかったです。
二度と戦争が起きないことを祈ります。我が子たちははじめて原爆
の怖さがよく分かったようです。大変勉強になりました。（３０代）

・言葉にならない内容だった。平和について考えさせられた。子ど
もも写真をみて考えているようだった。（４０代）
・こうして、むごい記憶を描き残して伝えることで、「もう二度と
こうした悲劇を生んではいけない」という心を作っていけるのだと
思います。（４０代）

・私たちと同じように普通に暮して
いた人たちの受けた惨状が　絵を通
して良くわかりました。（５０代）

・あらためて、原爆のおそろしさと、
これを作った人間のおろかさを強く
感じました。（７０代以上）
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　今年の夏は桜区内で４回アニメ「はだしのゲン」
上映を行いました。この夏、あれ程暑い中、100
人近くが「はだしのゲン」を見に来てくれたこと
に感謝いたします。それでも、まだまだ少ないなぁ
と思いますけれど。
　私たちが「はだしのゲン」の上映を桜区で始めた
のは2023年から。その年、広島市教育委員会は小学生の平和教材
である「平和ノート」から「はだしのゲン」の記述を削除しました。
　全国から抗議の声があがります。私たちもこの「はだしのゲン」
上映を行うことによって、抗議の意思を示すこと、そして、地元か
らこの「はだしのゲン」を継承し、過去、日本が実際に参戦してい
た戦争、そして原爆投下とはどういうものだったのか、忘れないよ
うに、多くの人が認識できるようにすること。そのために毎年、続
けています。
　現在、ウクライナ戦争やイスラエルによるガザでの虐殺、世界で
は信じられない殺し合いが行われています。「核」使用の可能性も
平気で言われています。
　こんな状況であるからこそ、この「はだしのゲン」を一人でも多
く観てもらうことの意義を感じます。
　あるスタッフからは、「去年観た時とはまた違ったところに気が
付いた。忘れているところもあるから、『はだしのゲン』って、毎
年観た方がいいんじゃないかな」という言葉もありました。すでに
観た人も再び観よう、ということも含めて、来年はもっともっと、
参加者を増やしたい、そのために皆さんのお知恵も拝借したいと
思っています。どうぞ、ご協力をよろしくお願いいたします。

（小高真由美）
（上映後のアンケートからの抜粋）
①・こういう事が日本でおきていた。（戦争）と云う事　思い知り
ました。現実だった事です！
・子どもたちに戦争のおそろしさを伝えるきっかけになりました。

②・戦争が日常を一瞬で変えてしまう怖ろしさを改めて考えさせら
れました。戦争は勝っても負けても被害が出るもの。心にきざみた
いと思います。

（１回目） 2024年7月21日　土合公民館
（２回目） 2024年8月 3 日　大久保東公民館
（３回目） 2024年8月11日　田島公民館
（４回目） 2024年8月23日　プラザウエスト
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（連絡先）

　090-8588-4966（今井）

　090-4433-7092（小高）

【会の活動報告】

　　６月２９日　運営スタッフ会議　　　　　　　　　大久保東公民館

　　７月２０日　運営スタッフ会議　　　　　　　　　大久保東公民館

　　７月２７日　学習会「はだしのゲン」から学ぼう　土合公民館

　　８月　３日　学習会「はだしのゲン」から学ぼう　大久保東公民館

　　８月１１日　学習会「はだしのゲン」から学ぼう　田島公民館

　　８月２３日　学習会「はだしのゲン」から学ぼう　プラザウエスト

　　８月２３～２４日　原爆絵画展　　　　　　　　　プラザウエスト

　　９月　３日　事務局会議　　　　　　　　　　　　土合公民館

【これからの予定】

　　９月１３日　運営スタッフ会議　　　　　　　　　大久保東公民館

　１０月　１日　事務局会議　　　　　　　　　　　　土合公民館

　１１月１～２日　公民館文化祭（香害について出展）土合公民館

振込口座：ゆうちょ銀行

口座番号：00270-8-104990

加入者名：桜区平和と暮らしをまもる会

年会費　：１、０００円（カンパ大歓迎）

振込手数料はご負担ください

桜区平和と暮らしをまもる会　ホームページ
・パソコンでは『桜区平和』で検索　　http://spa.g1.xrea.com/
・スマホでは右のＱＲコードから　　　http://spa.g1.xrea.com/smh/
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③・生きている事の大切さ、戦争の悲惨さ、多くの人達に観てほし
い映画だと思いました。語り継がねばなりません。
・子どもにみせるのは衝撃が強すぎるかなと思いましたが、原作を
親子で読んでからだったので比べながら観て良かったと思いました。
戦後８０年の節目の年なので、たくさんの人が思いを馳せる時だと
思います。子どもたちにも分かりやすい内容だったかと思います。

④・「はだしのゲン」をもっと多くの子どもたちに観させるべきだ
と思う。戦争、原爆のおそろしさを伝えていくべきだと思う。
・この映画上映によって、子どもたちに、昔、こんな事が実際に
あったという事、そして、今、こんなにも平和で幸せな事を知って
もらいたいです。
・小さいときにマンガで読んで衝撃
でした。映画で改めて見て、戦争の
悲惨さ、怒りを感じました。体験さ
れた方の生の話を聞けたことは貴重
なことでした。知らない世代の人が
増えていく中で、続けていってほし
いと思います。意味のない戦争が世
界からなくなることを願います。


